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二
三
春
闘
集
中
回
答
指
定
日

の
翌
日
、
三
月
九
日
に
は
、
県

医
労
連
が
県
内
三
か
所
で
ス
ト

ラ
イ
キ
集
会
を
開
催
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
単
組
代
表
者
ら
が

参
集
し
て
通
行
人
に
賃
上
げ
の

必
要
性
や
ス
ト
へ
の
理
解
を
求

め
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
山

形
駅
前
の
集
会
に
荻
原
圭
子
議

長
ら
四
人
が
、
酒
田
市
役
所
前

の
集
会
に
斎
藤
陽
一
酒
田
飽
海

地
域
労
連
議
長
が
連
帯
参
加
。

荻
原
議
長
は
「
賃

上
げ
要
求
・
ス
ト

を
地
域
に
波
及
さ

せ
よ
う
」
等
と
激

励
挨
拶
。
鶴
岡
で

は
ス
ト
参
加
中
の

組
合
員
ら
三
三
人

が
地
域
に
「
か
え　

三
月
四
日
、

県
労
連
、
県
春

闘
共
闘
、
県
医

労
連
共
催
の
山

形
県
二
〇
二
三

年
国
民
春
闘
共

同
学
習
決
起
集

会
で
は
、
八
〇

人
以
上
が
参
集

の
中
、
毎
日
新

聞
記
者
で
元
新

聞
労
連
委
員
長

の
東
海
林
智

（
と
う
か
い
り

ん
さ
と
し
）
さ

３．４ 春闘共同学習決起集会

る
リ
ー
フ
」

（
組
合
結
成
・

加
入
等
を
呼

び
か
け
る
全

労
連
の
宣
伝

物
）
五
〇
〇

枚
を
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
し
ま

し
た
。

ん
が
講
演
。
詐
欺
の
「
受
け
子
」

に
身
を
落
と
す
貧
困
層
の
実
態

に
も
触
れ
、
賃
上
げ
の
社
会
的

意
義
を
熱
弁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
二
面
に
続
く
）

政治も変えて賃上げ実現を！
３．２５県春闘共闘加盟組織代表者会議

月
額
三
万
以
上
、
時
給
一
九
〇
円
以
上

物
価
高
騰

 

上 
回 
る

％
以
上
の
賃
上
げ
を

　
山
形
県
二
〇
二
三
年
国
民
春

闘
共
闘
委
員
会
は
三
月
二
十
五

日
、
加
盟
組
織
代
表
者
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
初
任
給
引
き
上
げ
」
（
農

協
労
）
、
「
非
正
規
教
職
員
の

時
給
改
善
」
（
山
大
職
組
）
等
、

使
側
が
人
材
確
保
を
求
め
て
成

果
が
あ
っ
た
一
方
、
全
体
で
は

回
答
が
物
価
高
騰
分
に
追
い
つ

か
な
い
到
達
も
共
有
。
コ
ロ
ナ

禍
減
収
の
医
療
機
関
に
必
要
な

支
援
が
行
わ
れ
ず
回
答
に
影
響

す
る
中
「
政
治
を
変
え
る
」
と

の
発
言
も
。
国
立
病
院
機
構
の

蓄
積
金
の
軍
事
費
転
用
画
策
に

抗
し
た
全
医
労
の
三
十
一
年
ぶ

り
の
ス
ト
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
完
治
事
務
局
長
は
、
県

内
四
つ
の
経
営
者
団
体
が
賃
上

げ
必
要
と
す
る
中
、
価
格
転
嫁
・

国
の
支
援
強
化
が
必
要
な
こ
と
、

労
働
総
研
公
表
の
最
低
賃
金
時

給
一
五
〇
〇
円
の
県
内
経
済
波

及
効
果
も
踏
ま
え
賃
上
げ
の
社

会
的
意
義
に
確
信
が
持
て
る
こ

と
等
を
報
告
。
閉
会
挨
拶
で
荻

原
圭
子
議
長
は
「
日
本
が
あ
ち

こ
ち
で
壊
れ
暗
澹
た
る
気
持
ち

に
な
り
そ
う
だ
が
、
私
た
ち
の

幸
せ
の
た
め
声
を
上
げ
よ
う
」

と
奮
起
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
県
春
闘
共
闘
は
十
二
月
十
日

発
足
総
会
で
二
三
春
闘
方
針
を

採
択
し
、
荻
原
議
長
、
菅
家
誠

山
形
私
教
連
委
員
長
、
西
岡
斉

治
県
国
公
議
長
の
三
氏
を
代
表

幹
事
に
選
出
。
布
施
恵
輔
全
労

連
事
務
局
次
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
「
ア
メ
リ
カ
の
労
運
動
か
ら

学
ぶ
」
と
題
し
講
演
。
教
員
組

合
の
ス
ト
、
ア
マ
ゾ
ン
や
ス
タ

ー
バ
ッ
ク
ス
で
の
組
合
結
成
等

を
報
告
し
役
員
が
組
合
員
に

「
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
の

で
は
な
く
組
合
員
が
自
主
的
に

活
動
を
組
織
す
る
ス
タ
イ
ル
が

前
進
し
て
い
る
と
紹
介
し
ま
し

た
。

　
一
月
二
十
八
日
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
ス
ト
ラ
イ

キ
ど
う
し
て
る
？
」
で
は
、
四

組
織
の
パ
ネ
ラ
ー
が
「
国
の
政

策
批
判
を
含
め
ス
ト
の
目
的
を

組
合
員
に
徹
底
」
、
「
患
者
に

も
ス
ト
を
説
明
し
激
励
も
受
け

る
」
、
「
春
闘
で
新
入
職
員
に

『
ス
ト
は

あ
た
り
ま

え
』
と
見

せ
る
こ
と

も
継
続
に

つ
な
が
る
」

等
と
発
言
。

交
流
を
深

め
ま
し
た
。

ー

10

山形駅前でアピールする県医労連の皆さん　
最右は荻原議長

「かえるリーフ」をポステ
ィングする鶴岡の組合員

酒田市役所前でアピールす
る県医労連の皆さん

東海林氏の講演を聴く集会参加者ら

ストについて話し合うパネラーと参加者
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フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
通
じ
組

合
と
結
び
つ
い
た
女
性
が
今
年

二
月
に
初
め
て
山
形
公
務
公
共

一
般
労
組
に
加
入
し
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
五
月
以
来
、
北
村

山
地
域
で
継
続
中
の
、
最
低
賃

金
改
善
や
生
活
困
窮
者
支
援
等

を
結
集
の
旗
印
と
し
た
組
織
強

化
拡
大
の
模
索
。
「
飛
躍
へ
の

重
要
な
一
歩
」
と
関
係
者
の
間

で
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
月
二
十
二
日
の
「
ふ
り
か

え
り
の
会
」
に
は
、
十
二
月
四

日
の
第
３
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

の
ス
タ
ッ
フ
十
四
人
が
参
加
。

う
ち
六
人
が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
で
食
糧
支
援
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
人
、
チ
ラ
シ
を
見
て
協

力
を
申
し
出
た
人
等
一
般
応
募

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。
荻
原

圭
子
議
長
は
開
会
挨
拶
で
「
ど

う
か
県
労
連
に
力
を
貸
し
て
ほ
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北村山地域フードドライブ通じて初の組合加入

も
ら
う
の
を
申
し
訳
な
い
と
思

わ
ず
済
む
よ
う
に
」
「
会
場
前

の
行
列
が
通
行
人
に
見
ら
れ
な

い
工
夫
を
」
等
率
直
な
意
見
も
。

受
付
で
整
理
券
を
配
っ
て
車
中

待
機
し
呼
び
出
し
を
待
つ
、
子

連
れ
の
来
場
者
に
お
菓
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
等
の
取
り
組
み

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し

て
開
催
さ
れ
た
第
三
回
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
に
は
約
九
十
人
が
来

場
。
約
二
年
間
同
地
域
で
中
心

的
に
関
与
し
て
き
た
六
十
代
の

組
合
役
員
（
男
性
）
は
「
忙
し

く
な
っ
た
が
活
動
参
加
は
楽
し

い
。
色
々
な
人
と
の
出
会
い
か

ら
学
ぶ
も
の
も
あ
る
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

　
第
四
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は

五
月
二
十
七
日
大
石
田
町
で
開

催
予
定
で
す
。

「
ふ
り
か
え
り
の
会
」で
対
話

し
い
」
と
組
合
加

入
を
率
直
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
毎

に
、
一
人
一
人
良

か
っ
た
こ
と
や
反

省
点
を
紙
に
書
き

出
し
て
発
言
。
そ

こ
か
ら
話
し
合
い

が
深
ま
り
ま
し
た
。

「
回
数
を
増
や
し

開
催
地
も
拡
げ
て
」

「
自
分
は
英
語
が

で
き
る
。
通
訳
が
必

要
な
外
国
人
技
能
実

習
生
に
も
拡
げ
た
い
」

等
積
極
的
意
見
も
。

議
論
は
ア
ン
ケ
ー
ト

や
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

寄
せ
ら
れ
た
要
求
や

悩
み
に
応
え
る
取
り

組
み
に
及
び
ま
し
た
。

二
月
加
入
の
女
性
は

こ
の
日
、
学
童
保
育

が
利
用
で
き
な
か
っ

た
等
子
育
て
政
策
へ

の
不
満
を
語
り
「
こ

れ
か
ら
の
人
の
た
め

に
役
立
ち
た
い
」
等
と
発
言
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
五
十
代
の
県

労
連
役
員
（
男
性
）
は
、
「
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
が
年
々
拡
が
っ

た
」
等
と
要
求
実
現
の
展
望
を

語
り
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も
要

求
実
現
運
動
も
取
り
組
む
労
働

組
合
を
大
き
く
し
た
い
と
訴
え

ま
し
た
。
ふ
り
か
え
り
の
会
終

了
後
、
組
合
に
興
味
を
示
し
た

こ
の
女
性
と
山
形
公
共
一
般
メ

ン
バ
ー
が
連
絡
先
を
交
換
。
そ

の
後
分
会
の
例
会
に
参
加
し
そ

の
日
加
入
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
二
日
に
は
準
備

の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
も
開
催
。
支
援
を
受
け

た
経
験
の
あ
る
一
般
応
募
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
「
食
料
等
を

事
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
実
施

　
県
労
連
が
政
治

課
題
で
日
常
連
携

し
て
い
る
市
民
連

合
や
ま
が
た
は
四

月
九
日
投
開
票
の

山
形
県
議
選
で
、

安
保
法
制
廃
止
・

大
軍
拡
反
対
等
の

課
題
で
六
人
の
候

補
者
と
政
策
協
定

を
締
結
し
推
薦
し

ま
し
た
。
こ
の
う

ち
五
人
が
当
選
し

て
い
ま
す
（
以
下

当
選
者
／
敬
称
略
）
。

　
山
形
市
区
（
得

票
数
順
）
：
松
井
愛
（
立
民
）
、

石
川
渉
（
共
産
）
／
寒
河
江
・

西
村
山
郡
区
：
橋
本
彩
子
（
無

所
属
）
／
酒
田
・
飽
海
郡
区
：

石
黒
覚
（
立
民
）
／
鶴
岡
市
区

：
関
徹
（
共
産
）
／
（
新
庄
市

区
の
叶
内
恵
子
氏
（
無
所
属
）

は
惜
敗
）
。

　
自
民
党
が
県
全
体
で
２
議
席

増
や
し
県
議
会
過
半
数
を
維
持

し
ま
し
た
。
組
合
員
・
労
働
者

の
要
求
実
現
の
た
め
に
は
、
運

動
の
一
層
の
強
化
・
野
党
共
闘

再
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
は
四

月
二
十
三
日
投
開
票
で
す
。

山形県議選で政策協定

（
一
面
　
春
闘
共
同
学
習
決
起

集
会
の
続
き
）

　
東
海
林
氏
は
、
東
京
都
庁
下

で
続
け
ら
れ
る
食
糧
支
援
活
動

に
は
若
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、

高
齢
女
性
が
増
え
て
い
る
中
、

詐
欺
の
受
け
子
等
「
闇
バ
イ
ト
」

は
逮
捕
の
可
能
性
が
あ
っ
て
も

「
生
き
る
た
め
」
に
手
を
染
め

る
人
が
い
る
こ
と
に
触
れ
、
こ

れ
を
な
く
す
た
め
に
も
一
〇
％
、

月
額
三
万
円
、
時
給
一
九
〇
円

の
賃
上
げ
を
社
会
に
拡
げ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
の
組

合
員
が
、
ケ
ー
キ
製
造
繁
忙
期

の
ク
リ
ス
マ
ス
に
「
加
給
し
な

い
」
使
用
者
の
措
置
に
反
対
し

一
名
の
指
名
ス
ト
を
通
告
。
こ

れ
に
数
名
が
呼
応
し
て
十
二
月

二
三
～
二
五
日
に
「
シ
フ
ト
入

れ
拒
否
」
で
連
帯
、
賛
同
の
ネ

ッ
ト
署
名
が
一
万
以
上
広
が
っ

た
こ
と
で
前
進
し
て
い
る
こ
と
、

こ
う
し
た
た
た
か
い
が
連
合
労

組
と
も
共
同
の
非
正
規
春
闘
二

〇
二
三
実
行
委
員
会
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
非
正
規

労
働
者
の
た
た
か
い
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
二
名
が
職
場
の
状
況

を
報
告
し
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

第３回フードドライブでの食料配布

「ふりかえりの会」で話し合う
ボランティアスタッフら
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